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思考と言語の記号論的解明と応用

人工知能技術の就労支援への応用

心を持った人工知能

思考と言語の研究に基づく
AIシステムの実現
“思考と言語” の観点から、格段に知的で高度な人工知能技術を確立し、その社会への
還元を目指す。またこれとともに、人工知能等の “ 知的ソフトウェア ” を、システム論の
観点からスマートに設計・実装する技術を確立し、世界を継続的に個々人にとってより良
いものへと変貌させる。

コンピュータサイエンス学部 教授　亀田弘之
研究室URL : http://kameken.clique.jp
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[2]  論文 : “Computer-assisted cognitive remediation therapy increases hippocampal volume 
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主な学会発表・論文・著書・社会活動

思考と言語、医療IoT、人に優しい人工知能

論理学や心理学等の諸知見を参考にしつつ、言語（理解と生

成）を切り口として、思考と言語のシステム的解明を目指してい

る。現在のところ、未知語獲得アルゴリズム、未知統語規則獲

得機アルゴリズムは解明済み。処理の高速化や新知識の発見、

さらには言語記述のための枠組み自体の再構築（真の意味で

の言語獲得）をも目指している。

数学などの難問を快刀乱麻に解決する人工知能ではなく、他

者の心を理解して行動したり、他者理解を通じで自己理解する

ことができる人工知能（社会脳）の実現を目指している。癒し系

音声対話ロボットPDDINの設計・実装や、高齢者を対象とする

対話システムの実現に取り組んでいる。

働き盛り世代の統合失調症患者さんに対し、認知リハビリテー

ションを支援するゲームソフトウェア(Jcores)を開発し、就労

支援プログラムVCAT-Jで利用している。医療現場との交流の

もと、Jcoresの発展的改良を行っている。また、知的障害のあ

る子供たちの修学・就労支援を目的として、子供一人ひとりに

あった支援方法を助言するAI開発にも取り組んでいる。
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